
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
府
市
議
会
議
員 

ふ
じ
も
と
宗
久 

政
治
活
動
新
聞 

大
府
市
議
会
自
民
ク
ラ
ブ
の

毎
年
の
ル
ー
テ
ィ
ン
と
な
っ
た
霞

ヶ
関
省
庁
へ
の
陳
情
活
動
、
今
年

度
は
７
月
26
日
に
行
い
ま
し
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍

を
考
慮
し
、
山
本
正
和
自
民
ク

会
長
と
早
川
高
光
議
長
、
岡
村

秀
人
市
長
、
日
高
章
県
議
で
陳

情
団
を
結
成
。
鈴
木
淳
司
代
議

士
に
引
率
い
た
だ
き
、
各
省
庁
を

巡
回
し
ま
し
た
。
私
は
同
僚
議
員

と
共
に
庁
舎
議
員
控
室
か
ら
リ

モ
ー
ト
参
加
し
ま
し
た
。 

各
省
庁
へ
の
要
望
は
以
下
の

通
り
で
す
。
国
交
省
で
は
、
み
ど

り
公
園
の
照
明
灯
と
園
路
の
改

修
、
市
道
養
父
森
岡
線
・
共
和
東
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令
和
４
年
度 
予
算
要
望
提
出 

線
に
関
す
る
整
備
、
市
道
長
根
北

崎
線
ほ
か
５
路
線
の
補
修
の
各
交

付
金
、
新
幹
線
跨
線
橋
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
事
業
の
補
助
金
。
文
科
省
で

は
、
石
ヶ
瀬
小
の
耐
震
対
策
、
共
長

小
と
大
府
南
中
図
書
室
の
空
調
設

置
の
交
付
金
、
大
府
北
中
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
整
備
の
助
成
金
。
経
産
省
で

は
、
大
府
小
、
大
東
小
、
東
山
小
、

共
長
小
、
吉
田
小
の
各
体
育
館
へ

の
空
調
機
設
置
補
助
金
。 

霞
ヶ
関
省
庁
に
陳
情
活
動 

岡
村
市
長
に
予
算
要
望
書 

各
省
庁
へ
の
陳
情
活
動 

 

今
年
も
リ
モ
ー
ト
で
参
加 

自
民
ク
ラ
ブ
会
派 

 
 
 

要
望
書
を
提
出 

 

自
民
ク
ラ
ブ
か
ら
岡
村
市
長
に

対
し
ま
し
て
も
要
望
書
を
提
出

い
た
し
ま
し
た
。 

 

ま
ず
は
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ
い

て
、
円
滑
な
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
と
地
域
医
療
機
関
と
の
連

携
強
化
を
あ
げ
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
、
今
回
新
た
に
要
望
書

に
盛
り
込
ん
だ
主
な
施
策
は
以

下
の
通
り
で
す
。 

 

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業
へ
の
継

続
的
支
援
、
子
ど
も
の
学
力
向

上
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
、
読
解

 

省庁への陳情、鷹羽琴美議員と 

リモート参加（自民ク会派控室） 

「読
解
力
の
大
切
さ
」 

 
 
 

～
６
月
定
例
会
～ 

学
力
は
生
き
る
力
の
基
礎
と

な
る
か
。
私
は
質
問
の
冒
頭
に
そ

う
問
い
か
け
ま
し
た
。
義
務
教
育

で
学
ぶ
教
科
に
は
、
生
き
て
い
く

た
め
の
仕
組
や
考
え
方
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
学
べ
ば

世
の
中
の
大
方
の
仕
事
は
こ
な

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
子
ど
も

の
貧
困
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳

に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
昨
今
、
親

か
ら
子
へ
の
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち

切
る
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
が
し

っ
か
り
と
学
問
を
修
め
る
こ
と
が

重
要
な
の
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。 

 

令
和
３
年
８
月
、
市
内
の
中
学

生
が
実
際
の
市
議
会
本
会
議
場
を

使
っ
て
、
大
府
市
に
対
し
て
様
々

な
提
言
を
行
う
中
学
生
サ
ミ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
同
僚

議
員
と
一
緒
に
議
長
室
で
ラ
イ
ブ

中
継
を
視
聴
し
ま
し
た
。 

 

本
議
会
で
は
、
ご
み
の
削
減
、
学

校
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
な
ど

の
省
エ
ネ
対
策
、
減
災
に
関
す
る

こ
と
、
ま
ち
づ
く
り
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
な
ど
の
環
境
対
策
と
い
っ
た

内
容
の
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
子
ど
も
医
療
費
補
助
制

度
の
拡
充
と
い
っ
た
提
案
に
対
し

て
は
、
市
長
よ
り
「
高
校
生
ま
で
の

対
象
年
齢
拡
大
を
検
討
す
る
」
と

の
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
さ
れ
た
全
て
の
中
学
生
議

員
の
臆
さ
な
い
堂
々
と
し
た
姿
勢

に
、
将
来
を
担
う
本
市
の
若
者
を

大
変
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

 
自民クラブ全員で岡村市長に 

要望書を提出（大府市役所） 

 

 

 

 

大府駅西交差点にて 

選挙に行こう！ 
立哨活動でアピール 

 １０月に行われた衆議院
総選挙。立哨で「選挙に
行こう！期日前投票の活
用を！」という幟を作成
し、選挙への参加をお願
いしました。大府市の投票
率は 61.93％（前回比
+2.16％、全国比+６％）
でした。引き続き立哨活
動がんばります。あたらし
い時代を皆さんとともに。 

 

令
和
３
年
６
月
、
男
女
共
同
参

画
週
間
事
業
の
一
環
と
し
て
開
催

さ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
パ
ネ
ラ

ー
と
し
て
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
の
私
の
発
言
の
一
部
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
ず
は
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い

て
。
「
住
み
や
す
い
ま
ち
」
と
は
良

好
な
人
間
関
係
が
大
前
提
だ
と
私

は
考
え
ま
す
。
大
府
市
が
取
組
ん

で
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
‘
ｓ
は
「
思
い
や
り
」

の
実
現
で
す
。
困
っ
た
人
に
は
手
を

差
し
の
べ
よ
う
、
地
球
環
境
を
守

ろ
う
、
そ
ん
な
思
い
を
駅
前
の
ま

ち
づ
く
り
や
道
路
・
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
い
か
に
具
現
化
で
き
る
か
を
今

後
も
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

市
議
会
定
例
会
、
一
般
質
問 

「本
市
の
危
機
管
理
体
制
」 

 
 
 
 

～
12
月
定
例
会
～ 

市
議
会
を
も
っ
と 

身
近
に
感
じ
て 

 

『議
員
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
』 

『中
学
生
サ
ミ
ッ
ト
』 

議員トークショー。左から、国本礼子

議員、鷹羽富美子議員、藤本、宮下

真悟議員 （石が瀬会館ホール） 

議員トークショー 

中学生サミット。「中学生サミット

共同宣言」を決定して宣言 

（大府市議会本会議場） 

議員トークショー 

是
非
と
も
傍
聴
に
お
越
し
下
さ
い 

 

夫
婦
間
で
の
家
事
の
役
割
に
つ
い

て
は
、
し
っ
か
り
と
役
割
分
担
を

す
る
こ
と
が
大
事
で
、
そ
れ
に
は

「
分
担
し
た
以
上
は
や
り
方
や
結

果
に
文
句
を
言
わ
ず
相
手
に
任
せ

ら
れ
る
度
量
が
必
要
だ
」
と
い
う

の
が
我
が
家
の
考
え
方
で
す
。
ち

な
み
に
、
我
が
家
で
は
食
器
洗
い

は
私
の
仕
事
で
す
。
先
日
は
家
内

の
大
事
な
マ
グ
カ
ッ
プ
を
割
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
が
、
家
内
は
笑
っ
て

許
し
て
く
れ
ま
し
た
（
笑
）
。 

 

 

Instagram 

Facebook 

  

未
曾
有
の
災
害
に
対
す
る
本
市

の
体
制
を
聞
き
取
り
、
以
下
３
つ

の
意
見
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

 

一
つ
目
は
、
首
長
の
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
、
危
機
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た
体
制
作

り
が
全
職
員
で
共
有
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
こ
と
で
す
。 

 

二
つ
目
は
、
自
助
・
共
助
の
重
要

性
で
す
。
発
災
か
ら
支
援
が
届
く

ま
で
の
間
は
、
自
力
で
命
を
つ
な
が

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
是
非
と
も
耐

震
対
策
と
防
災
備
蓄
品
の
確
保
を

各
家
庭
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

三
つ
目
は
、
国
民
保
護
と
自
衛
隊

へ
の
理
解
に
つ
い
て
で
す
。
国
民
保

護
と
は
、
武
力
攻
撃
等
か
ら
国
民

を
守
る
行
政
の
体
制
の
こ
と
。
そ
し

て
緊
急
事
態
に
国
民
の
盾
と
な
る

自
衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

も
大
事
な
取
組
と
考
え
ま
す
。 

そ
し
て
学
力
を
身
に
付
け
る
に

は
ど
う
し
て
も
「
読
解
力
」
が
必

須
で
す
。
本
を
読
む
こ
と
、
多
く

の
人
と
会
話
を
す
る
こ
と
、
そ
う

い
っ
た
環
境
整
備
へ
の
取
組
強
化

を
今
後
も
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。 

力
向
上
）
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
世

帯
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
、
Ｊ
Ｒ
駅

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
、
無
電
柱
化

の
推
進
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の

実
現
、
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
・
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
施
設
整
備
、
自
転
車
利
用
環
境

の
改
善
、
通
学
路
安
全
対
策
強

化
、
空
き
家
対
策
な
ど
。 



 

 

 

通
学
路
の
危
険
箇
所
の
ご
指
摘
を

受
け
（
上
の
写
真
）
、
ま
ず
自
分
の

目
で
現
地
の
状
況
を
確
認
し
、
地

元
森
岡
自
治
区
、
石
ヶ
瀬
小
、
市

役
所
そ
れ
ぞ
れ
に
問
題
の
認
識
と

共
有
を
図
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
即
時
設
置
可
能
な

手
立
て
と
し
て
、
以
下
の
点
を
整

備
す
る
に
至
り
ま
し
た
。 

既
設
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
に
加

 

大
府
駅
西
口
の
江
端
大
橋
に
ほ

ど
近
い
横
断
歩
道
で
毎
月
一
回

こ
の
運
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
横
断
歩
道
は
、
通
勤
で
駅

に
向
か
う
方
、
大
府
高
校
な
ど
へ

向
か
う
学
生
・
生
徒
さ
ん
が
ひ
っ

き
り
な
し
に
横
断
し
ま
す
。
ド
ラ

イ
バ
ー
さ
ん
に
は
朝
お
急
ぎ
の
と

こ
ろ
、
横
断
歩
道
で
の
一
時
停
止

に
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
ク
ル
マ
に
向
か
っ

て
お
礼
を
言
い
ま
す
と
、
コ
ク
リ

と
う
な
ず
く
運
転
手
さ
ん
。
と
て

も
気
持
ち
の
い
い
活
動
で
す
。 

 

江
端
町
地
内
、
石
ヶ
瀬
会
館
か

ら
は
り
ー
あ
っ
ぷ
さ
ん
の
交
差
点

ま
で
の
市
道
は
通
行
量
が
多
く
、

大
型
車
も
利
用
し
ま
す
。
今
回
、

道
路
の
傷
み
を
補
修
し
、
路
面
標

示
も
引
き
直
し
ま
し
た
。 
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ず
っ
と
大
府
、
も
っ
と
大
府 

 

通学児童の見守りを 
実施中 （森岡町） 

横断者優先運動の活動風景 

大府駅西口、豊田自動織機大府工場前 

 

道
路
の
凸
凹
改
修(

江
端) 

長
草
町
の
白
魦
池
に
隣
接
す
る

知
多
半
島
道
路
大
府
下
り
Ｐ
Ａ
の

新
設
工
事
（
令
和
４
年
４
月
供
用

開
始
）
に
伴
い
、
白
魦
池
を
周
回
す

る
遊
歩
道
の
舗
装
整
備
が
行
わ
れ

ま
す
。
工
事
中
は
利
用
不
可
と
な

り
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

新
し
い
商
業
施
設
と
自
然
豊
か
な

白
魦
池
の
親
水
施
設
の
完
成
を
ど

う
ぞ
お
楽
し
み
に
。 

令和３年下半期の主な活動 
７月 自民党大府市支部総会、市議一期生勉強会、

知多北部議長会議員研修会、おおぶピースプ

ロジェクト、霞ヶ関各省庁陳情活動（リモート）、
石ヶ瀬自治区議会報告会、図書館子どもまつ

り、東部クリーンセンター、社協木工教室 
８月 知北公園組合議会定例会、中学生サミット 

９月 市制５０周年 Plus１式典、おおぶふるさと検
定、議会（９月定例会） 

１０月 石ヶ瀬自治区アダプトプログラム・議会報
告会、森岡社・江端八幡社例大祭、石ヶ瀬小運

動会（ライブ配信）、森岡公民館まつり、総務
委員会活動（至学館大学、愛三工業、愛工大近

藤教授講演、市地婦連、郡山市オンライン視
察）、至学館大学期日前投票、議会（臨時会）、

大府市文化展、衆議院総選挙 
１１月 市文化財めぐり、石ヶ瀬コミグラウンドゴル

フ大会、まちピカプロギング、議会運営委員会
活動（取手市オンライン視察）、あいち防災フ

ェスタ、大府市楽友協会定演、議会（決算審査
反省会、テーマ活動全体会）、森岡社新嘗祭 

１２月 議会（１２月定例会）、鈴木バイオリンミニコ

ンサート、議員コンプライアンス研修 

よ
り
安
全
・よ
り
快
適
な
暮
ら
し
の
た
め
に 

住
宅
地
の
側
溝
蓋
化(

森
岡) 

遊
歩
道
の
起
伏
改
修(

長
草) 

横
断
者
優
先
運
動 
小
学
校
通
学
路
の
安
全
対
策 

千
葉
県
八
街
市
事
故
を
教
訓
と
し
て 

 
小学生の通学風景 
令和４年９月１日撮影 

森岡町四丁目、石ヶ瀬住宅付近 

 

令
和
３
年
６
月
に
千
葉
県
八
街

市
の
通
学
路
で
、
飲
酒
運
転
を
し

て
い
た
ト
ラ
ッ
ク
が
下
校
中
の
小

学
生
５
人
に
衝
突
し
、
児
童
２
人

が
死
亡
、
３
人
が
負
傷
す
る
と
い

う
痛
ま
し
い
事
故
が
起
り
ま
し

た
。
こ
の
事
故
を
機
に
、
大
府
市

内
で
も
通
学
路
の
総
点
検
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
う
し
た
中
、
住
民
の
方
か
ら

 

え
、
①
車
道
の
内
側
に
点
線
を
入

れ
る
、
②
横
断
歩
道
手
前
の
路
面

を
赤
で
塗
装
、
③
直
角
カ
ー
ブ
で

の
巻
込
み
防
止
用
の
鉄
柱
の
設

置
、
④
制
限
速
度
３０
ｋ
ｍ
の
表

示
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。 

 

そ
れ
に
加
え
て
、
原
則
と
し
て

毎
月
５
・
１５
・
２５
日
、
小
学
生
の

通
学
時
間
に
あ
わ
せ
て
現
場
で

立
哨
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。
少
し
で
も
安
全
な
登
下
校
に

近
隣
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

緊急安全対策が施された 
通学路 令和４年１１月撮影 

森岡町四丁目、石ヶ瀬住宅付近 

 

補修工事が完成 
路面標示も刷新 

柊山・上清蔵線（江端町） 

  

アスファルトの傷み、樹木の根による 
路面の隆起を補修します。 

令和４年３月まで 白魦池周回遊歩道 

側溝の有蓋化整備 
実質的に道路幅も拡張されました 

森岡町六丁目地内 

 

狭
あ
い
道
路
の
解
消
、
安
全
対

策
、
景
観
良
化
等
、
様
々
な
目
的

で
の
ご
要
望
が
あ
る
側
溝
の
有
蓋

整
備
。
未
整
備
箇
所
も
ま
だ
残
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
着
実
に
整
備

さ
れ
ま
す
よ
う
に
、
一
つ
一
つ
の
進

捗
を
確
認
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

大
府
市
で
は
、
皆
さ
ん
が
お
住

ま
い
の
地
域
に
お
い
て
、
道
路
や

設
備
を
よ
り
安
全
に
、
よ
り
快
適

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

日
々
点
検
・
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
行
政
が
気
付
か
な

い
点
、
ご
提
案
等
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
是
非
お
申
し
出
下
さ
い
。

解
決
を
目
指
し
行
動
し
ま
す
。 

市民の皆さまとの 
ふれあいを大切に 

 

 

 

 

まちピカ☆プロギング 

健康ウォーキング 

ひいらぎ山の子ども文庫 

石ヶ瀬サロン・柊山サロン 

 

「
プ
ロ
ギ
ン
グ
」
と
は

P
lo

c
k
a
U

p
p

（
ご
み
拾

い
）
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
合
わ

せ
た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
で
す
。

こ
の
催
し
が
大
府
駅
周
辺

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
健
康

と
環
境
を
組
み
合
わ
せ
た

こ
の
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
は
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
る

こ
と
で
、
意
義
深
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

こ
ち
ら
は
、
健
康
推
進
員
さ
ん
が
主
催

す
る
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
時
間
の
許
す

限
り
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
地
域
の
四
季
の

風
景
を
楽
し
み
な

が
ら
、
地
元
の
皆
さ

ん
の
お
話
を
伺
う

と
て
も
い
い
機
会
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

石
ヶ
瀬
地
区
福
祉
委
員
広

報
担
当
と
し
て
、
議
員
に
な

る
以
前
か
ら
石
ヶ
瀬
・
柊
山

サ
ロ
ン
の
回
覧
板
用
の
チ
ラ

シ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の

サ
ロ
ン
は
月
一
回
の
開
催

で
、
毎
回
季
節
に
即
し
た
催

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
天
気
の

い
い
日
な
ど
は
近
く
の
公
園
な
ど
に
散
歩
に
も
出
か

け
た
り
し
ま
す
。
詳
し
く
は
石
ヶ
瀬
自
治
区
ま
で
。 

 

「
ひ
い
ら
ぎ
山
の
子
ど
も
文
庫
」
は
、
子
ど
も
た
ち

に
本
と
親
し
む
こ
と
を
伝
え
た
い
と
の
思
い
で
運
営

を
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
マ
マ
さ
ん
の
癒
や
し
の
場
所

と
し
て
も
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
毎
週
月
曜

14
時
～
17
時
ま

で
。
大
人
の
方
だ

け
で
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 


